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農業ビッグデータ利活用検討作業班（ＷＧ３）第１回会合

１ 出席者の紹介
簡単な自己紹介

２ 農業ビッグデータ利活用検討作業班（ＷＧ３）検討事項の確認

ア 現状の把握
現行のセンサーデータ収集システム、ビッグデータ・ＡＩを活用した営農支援システムの把握

イ 課題の整理
広大な農地を有する北海道に適した無線システムの検討
ドローン、ＬＰＷＡ等最新の無線システムの検討

ウ 推進方策
検討結果の横展開（セミナー開催等による周知）

３ 農業ビッグデータの現状把握（メンバーからのプレゼンテーション）

ア 「農業分野におけるドローンおよび衛星画像の利活用について」
酪農学園大学農食環境学群環境共生学類 環境空間情報学研究室 准教授 小川 健太 氏

イ 「農業現場から必要とされる情報及びその利用用途」
株式会社スマートリンク北海道 常務取締役 小林 伸行 氏

ウ （情報提供）「農業データ連携基盤に関する北海道ブロック説明会」の開催について
農林水産省 北海道農政事務所 生産経営産業部生産支援課 課長 児玉 史章 氏

４ 意見交換
ドローンや衛星等による上空からのデータ収集、水管理に係るバルブ制御等について意見交換が行われた。
また、次回の会合では、全国の動きや水田、畑作、酪農の事例について、メンバーから紹介いただくこととした。
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●開催日時：平成30年8月9日（木） 13時30分～



ア 「農業分野におけるドローンおよび衛星画像の利活用について」
酪農学園大学農食環境学群環境共生学類 環境空間情報学研究室 准教授 小川 健太 氏

衛星リモートセンシングの現状としては、多数の衛星画像等を利用できるようになっている。また、ドロー
ンや固定翼によるＵＡＶの利用により、様々なセンサーにより詳細なデータ収集が可能になっている。
これらのデータを組合わせて、空間情報の有効活用をすることで、より高度なスマート農業を実現できる。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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イ 「農業現場から必要とされる情報及びその利用用途」
株式会社スマートリンク北海道 常務取締役 小林 伸行 氏

労働コストや農業資材費の削減、収穫量の向上、生産履歴管理の軽減等のために、ビッグデータを活用する
ことにより、後継者の育成をする必要がある。
農業機械の自動運行や人工衛星、ドローン等を活用したセンシング、気象ロボット等によるデータ収集を行

い、ビックデータをＡＩを活用することにより分析し農業者に提供する取組が進んできている。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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ウ （情報提供）
「農業データ連携基盤に関する北海道ブロック説明会」の開催について

農林水産省 北海道農政事務所 生産経営産業部生産支援課 課長 児玉 史章 氏
農業ICTの推進を図るための環境整備として、平成31年４月に本格稼働を予定している農業データ連携基盤に

ついて農業者や自治体等の皆様に広く周知するとともに、データやサービスの充実に向けた意見聴取を行うため、
平成30年８月29日（水曜日）に帯広市、８月30日（木曜日）に札幌市において北海道ブロック説明会を開催。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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１ 構成員の追加について

株式会社オーレンス 札幌支社 取締役統括部長 福田 裕樹 氏
井関農機株式会社 営業本部 顧問 藤本 潔 氏

２ 農業ビッグデータの現状把握（メンバーからのプレゼンテーション）

ア 「岩見沢市における取組みのご紹介」について
岩見沢市企画財政部
情報政策推進担当次長 黄瀬 信之 氏

イ 「KDDI農業IoTの取り組み」について
KDDI株式会社ビジネスIoT推進本部地方創生支援室
マネージャー 田中 一也 氏

ウ 「農業現場におけるデータの活用と展望」について
株式会社オーレンス札幌支社
取締役統括部長 福田 裕樹 氏

３ 意見交換
中間報告に向けて、事務局及び主査にて案を作成し、メールにより審議することとした。
また、今後、農業ビッグデータの収集と農業関係者への提供等に分類し、センサー等の種類や通信に必要なデータ量、必要な通信システム等
について、マトリックスを作成して整理することとした

農業ビッグデータ利活用検討作業班（ＷＧ３）第２回会合
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●開催日時：平成30年10月５日（金） 13時15分～



ア 「岩見沢市における取組みのご紹介」について
岩見沢市企画財政部 情報政策推進担当次長 黄瀬 信之 氏

岩見沢市は、平成5年度に広域地域情報化促進協議会を設立して以来、様々なICT施策に取組んでおり、農業分野においても平成
25年に研究会を立上げ、RTK-GNSSによる位置情報配信や気象情報配信サービス等を実施している。
現在は、既存システムの機能強化や経営体強化プロジェクト、近未来技術等社会実装事業等により、地域特性を活かす地方創世

のため、産学官協働の取組を実施している。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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イ 「KDDI農業IoTの取り組み」について
KDDI株式会社ビジネスIoT推進本部地方創生支援室 マネージャー 田中 一也 氏

KDDIでは、東日本大震災の被災地での活動を契機に地方創生支援室を発足し、全国各地でICT/IoTの社会実証・実装に取組んで
いるが、北海道の農業ICT/IoTの取組は、他の地域と比べて進んでいると感じている。
面白い取組としては、兵庫県豊岡市において、「コウノトリ育む農法へ」として、農薬をできるだけ減らし、田んぼの生き物を

増やす稲作の取組がある。当初は反対する農業者もいたが、スマート農業プロジェクトとしての水管理や温度管理等を行うことで、
低コストで高品質な米の収穫につながってきている。今後は、ドローンの活用等にも取組んでいきたい。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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ウ 「農業現場におけるデータの活用と展望」について
株式会社オーレンス札幌支社 取締役統括部長 福田 裕樹 氏

オーレンスでは、別海町を中心に、5GHz帯広域無線LAN(FWA)やWi-Fiによるインフラ整備を行っている。
別海町の酪農は、自給飼料の栽培から乳牛飼養の管理等までを一貫して取組んでいるが、農業で求められるデータは意外と大き

いと感じている。
今後一層大規模農場が増えることが予想されることから、ICTを駆使し、農業経営を効率的に行うために、農地への高速かつ安

定的な通信環境の整備が必要である。

農業ビッグデータの現状把握（プレゼンテーション）
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営農支援を目的とした農業ビックデータの利活用

ＩＣＴ・ＩｏＴを利活用
名人の匠の技の数値化・データ化

地域特性に応じた農業情報の見える化
（気象・気温・水温・土壌・生育 等）

効率化・省力化・高品質化・大規模農業
様々な課題の解決

新規就労者の定着・後継者の育成
消費者への安心・信頼の提供
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農業ビッグデータの利用情報種別、内容、システム等の取りまとめ（イメージ）
利用情報種別 内容 送信方法 情報量 頻度及び時期 利用箇所 備考・ 前提条件等 記入者

1 情報送信

① ト ラ ク タ 情報 監視画像 キャリア網
作業情報(走行履歴) キャリア網
作業情報(作業機稼働
情報)

キャリア網

② セン シ ン グ機器
気象観測機器取得情
報

自宅PC迄特小
無線、その後
は固定回線

10分毎

定点カメラ キャリア網 1時間ごと

UAV撮影画像(大)
キャリア網また
は
固定回線

30 GB/日 作物生育期間中等、都度 水稲、畑作、酪農畜産

・RAW画像、１フライトあたり
300枚撮影、一日で5フライト
実施
・20 MB x 300 x 5 = 30 G
・クラウドで処理する場合に現
場付近からアップロード

酪農大　小川

UAV撮影画像(小)
キャリア網また
は
固定回線

0.5 GB/日 作物生育期間中等、都度 水稲、畑作、酪農畜産

・JPEG画像、１フライトあたり
100枚撮影、1フライト実施
・5 MB x 100 x 1 = 0.5 G
・クラウドで処理する場合に現
場付近からアップロード

酪農大　小川

③ 栽培履歴
農業者ごとの栽培履歴
(アプラス)

キャリア網

２ 情報利用
① 気象サービ ス 情報閲覧 キャリア網 都度
② 栽培履歴 情報閲覧 キャリア網 都度
③ 画像確認 情報閲覧 キャリア網

農業機械
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Sheet1

				利用情報種別 リヨウ ジョウホウ シュベツ		内容 ナイヨウ		送信方法 ソウシン ホウホウ		情報量 ジョウホウ リョウ		頻度及び時期 ヒンド オヨ ジキ		利用箇所 リヨウ カショ		備考・前提条件等 ビコウ ゼンテイ ジョウケン トウ		記入者 キニュウシャ シャ

		1		情報送信 ジョウホウ ソウシン

		農業機械 ノウギョウ キカイ

		①		トラクタ情報 ジョウホウ		監視画像 カンシ ガゾウ		キャリア網 モウ

						作業情報(走行履歴) サギョウ ジョウホウ ソウコウ リレキ		キャリア網 モウ

						作業情報(作業機稼働情報) サギョウ ジョウホウ サギョウキ カドウ ジョウホウ		キャリア網 モウ

		②		センシング機器 キキ		気象観測機器取得情報 キショウ カンソク キキ シュトク ジョウホウ		自宅PC迄特小無線、その後は固定回線 ジタク マデ トク ショウ ムセン ゴ コテイ カイセン				10分毎 フン ゴト

						定点カメラ テイテン		キャリア網 モウ				1時間ごと ジカン

						UAV撮影画像(大) サツエイ ガゾウ ダイ		キャリア網または
固定回線 モウ コテイカイセン		30 GB/日 ニチ		作物生育期間中等、都度 サクモツ セイイクキカンチュウ トウ ツド		水稲、畑作、酪農畜産		・RAW画像、１フライトあたり300枚撮影、一日で5フライト実施
・20 MB x 300 x 5 = 30 G
・クラウドで処理する場合に現場付近からアップロード ガゾウ マイ サツエイ イチニチ ジッシ		酪農大　小川 ラクノウダイ オガワ

						UAV撮影画像(小) サツエイ ガゾウ ショウ		キャリア網または
固定回線 モウ コテイカイセン		0.5 GB/日 ニチ		作物生育期間中等、都度 サクモツ セイイクキカンチュウ トウ ツド		水稲、畑作、酪農畜産		・JPEG画像、１フライトあたり100枚撮影、1フライト実施
・5 MB x 100 x 1 = 0.5 G
・クラウドで処理する場合に現場付近からアップロード ガゾウ マイ サツエイ ジッシ		酪農大　小川 ラクノウダイ オガワ

		③		栽培履歴 サイバイ リレキ		農業者ごとの栽培履歴(アプラス) ノウギョウシャ サイバイ リレキ		キャリア網 モウ



		２		情報利用 ジョウホウ リヨウ

		①		気象サービス キショウ		情報閲覧 ジョウホウ エツラン		キャリア網 モウ				都度 ツド

		②		栽培履歴 サイバイ リレキ		情報閲覧 ジョウホウ エツラン		キャリア網 モウ				都度 ツド

		③		画像確認 ガゾウ カクニン		情報閲覧 ジョウホウ エツラン		キャリア網 モウ







＜参考＞

↓十勝地方の取組の事例

↑第１回親会
「農林水産省：スマート農業の推進について」
から抜粋
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構成員
所属 部署 役職 名前

主査 酪農学園大学 農食環境学群環境共生学類
環境空間情報学研究室 准教授 小川 健太

北海道 農政部生産振興局技術普及課 主幹 伊藤 隆之
東日本電信電話株式会社 北海道事業部 コラボレーション推進PT コミュニティ営業担当部長 太田 光則
岩見沢市 企画財政部 情報政策推進担当次長 黄瀬 信之
農林水産省 北海道農政事務所 生産経営産業部 生産支援課 課長 児玉 史章
株式会社スマートリンク北海道 常務取締役 小林 伸行
株式会社NTTドコモ 北海道支社 企画総務部 経営企画担当部長 佐々木 誠治
総務省 北海道総合通信局 無線通信部 部長 佐藤 善昭
芽室町 農林課農産係 係長 角 諭志
KDDI株式会社 ビジネスＩｏＴ推進本部 地方創生支援室 マネージャー 田中 一也
北海道 総合政策部 情報統計局 情報政策課 情報政策課長 千葉 繁
いわみざわ地域ICT農業利活用研究会 会長 西谷内 智治

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部 十勝農業試験場 研究部
生産システムG 主査（スマート農業） 原 圭祐

株式会社オーレンス 札幌支社 取締役統括部長 福田 裕樹
井関農機株式会社 営業本部 顧問 藤本 潔

ソフトバンク株式会社 IoTエンジニアリング本部 北海道IoT技術部
ソリューション技術課 担当課長 吉田 泰成

株式会社クボタ 品質部 部長 渡邉 邦弘

〒060-8795 札幌市北区北８条西２丁目１－１ 札幌第一合同庁舎
北海道総合通信局無線通信部陸上課内

電 話:011-709-2311(内線4643)
ＦＡＸ:011-709-5541
mailto:abb150-wg3@soumu.go.jp

農業ビッグデータ利活用検討作業班（ＷＧ３）
北海道農業ICT/IoT懇談会

17名北海道農業ＩＣＴ／ＩｏＴ懇談会 ＷＧ３ 事務局
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